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第 2報 冬季休眠型栽培における施肥量が生産力に及ぼす影響
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1 は じ め に

宮城県の施設切リバラ生産の作型別面積割合をみると,

冬季休眠型栽培が約44%を 占め最も多い。この作型は,定
植後 2年目以降 1月 に自然低温により休眠させ,冬季剪定

を行い, 2月 から加温して12月 まで採花を行う。

本試験では,冬季休眠型栽培における肥培管理法の確立

を目的に,2品種を供試し,3～ 4年株の施肥量と生産力

について,昭和61～62年に検討したので,その結果を報告

する。

2試 験 方 法

は)供試品種 : “ソニア ", “キャラミア "

唸)試験区構成 : 1区面積25″ , 1区制施肥量は表

1に 示すとおりである。

表 1 試験区構成

16)調査方法 : 切り花は 5枚葉を 2枚残 して行い,採
花本数,切花品質を調査した。上壌分析は月 1回 0～ 15伽

を採生 し,常法により分析を行った。

3 結果 及 び 考 察

採花本数は,両品種とも施肥量の違いによる明確な差は

認められなかったが,切花長の分布において,両品種とも

60m以上の長い切り花の割合が 3区で少なかった (表 1)。

切花品質は,両品種とも多肥の 3区の切花長がやや短く,

表 2 採花本数及び切花長の分布 (昭和62年 )
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(31 供試株数 : 各品種各区20株

に)土壌条件 : 原土は腐植の少ない第 3紀凝灰岩質強

粘土土壌 (1,iC)で ,定植時に熔燐600/α を施用 し,

土壌pHは苦土石灰で65に 調整 した。有機物として,牛
糞堆肥35`/α ,わ ら堆肥23ι /α ,バ ーク堆肥23

ι/α を施用し,深耕ロータリで60釧 まで耕起 した。

6)耕種概要 : 昭和59年 3月 14日 に切り接ぎ苗をガラ

ス温室に定植 した。昭和61,62年 とも12月 25日 に暖房を打

ち切り休眠させ,翌年 1月 30日 に地上樹高50～60mで冬季

剪定を行った。休眠期を除く期間は最低温度 14℃ に加温

した。

注 切花長25m以上で,屈曲,病虫害のないものを良
花とした。

図1 ソニアの切花品質の推移 (昭62)

切花重も少ない傾向がみられた (図 1)。

土壌pHの推移は,施肥量が多いほど土壌中の硝酸態窒
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表 3 栽培跡地土壌の養分状態 (ソ ニア,昭和62年 )
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図2 ソニアのpHの推移 (昭61,62)
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図3 ソニアのECの推移 (昭 61,62)

図4 ソニアの硝酸態窒素推移 (昭 61,62)
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図5 硝酸態窒素とECと の関係
(ソ ニア,昭和61,62)

素の増加により,土壌が酸性に傾いた (図 2)。

ECの推移は,昭和61年 の試験開始後からEC値は上昇
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し,3区は 6月 か ら12月 までEC0 6～ 09mS, 2区 はE

C05mS,1区はEC0 3mS前 後で推移 した。昭和62年 は

2月 の加温再開後,生育が始まると同時にEC値は,急激

に下降したが,各区とも6月 ころから上昇し始めた。 3区

は 6月 以降EC0 6～ 08mS,2区 は 8月 以降EC0 5mS

前後で,1区は年間を通じて低く推移した。 2か年平均は

3区がEC0 62mS,2区 がEC0 43mS,1区 がEC0 23mS

であった (図 3〉 。

硝酸態窓素の推移は,昭和61,62年ともECの推移とは

ぼ同様の傾向を示した。 2か年平均は 3区が2063暉/100

,,2区が13'4ワ /100夕 , 1区が658η /100夕 であった

(図 4)。

硝酸態窒素とECの 相関をみ ると,y=0020048x+
01630,3(n‐ 63),r=08801 で,EC0 5mSは 1657

呼/100夕 の硝酸態窒素に相当した (図 5)。

ソニアの栽培跡地土壌の養分状態を層位別にみると,各

区とも有機物の施用と深耕により, 0～ 40c● までのCEC
は高く,塩基飽和度も100%を越 していなかった。しか し,

施肥量が多いはど,表層 (0～ 15")は酸性に傾いており,

ECの値 も高 くなっている。特に, 3区 のEC値 は表層

(0～ 15cll),次層 (15～ 40m),下層 (40m以下 )と も

高く,硝酸態窒素の蓄積がみられた (表 3)。

4 ま

バラの冬季休眠型栽培において,2品種を供試し,0～
4年株の施肥量と生産力について検討した。土壌条件は

,

原土に有機物を81ι ノα施用 し,深耕を行ったことによ

り,CEC25～ 35meであった。

その結果,採花本数 ,切花品質と土壌pH,EC,硝 酸

態窒素の 2か年の推移及び栽培跡地上壌の養分状態から,

適正追肥量は,年間窒素成分量で
`当

たり79～ 15.8″ 程

度と考えられる。また,追肥時期は加温開始後,生育の始

まる2月 から6月 まで重点をおき,6月 以降は過剰施肥に

ならぬよう随時樹勢をみながら与えるのが望ましい。
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